
(1)平成24年 4月 1目 健康と光線

日
本
人
の

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量

前
号
に
続
き
、
神
戸
在
住
の
Ｓ
氏

か
ら
、
神
戸
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
落
語

家
、
桂
米
国
冶
氏

の
コ

フ
ム
記
事
、

「
病
の
原
因
」
に
日
本
人
の
カ
ル
シ
ウ

ム
摂
取
量
が
昭
和
３０
年
代
ま
で
は
１

日
３
０
０

鶴
だ

っ
た
の
が
５
０
０

”

を
超
え
た
頃
か
ら
、
癌
、
糖
尿
病
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
患
者

が
増
え
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
摂
取
量

と
病
気
に
関
連
性
は
あ
る
の
か
と
の
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
返
信
で
す
。

ま
ず
日
本
人
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

一

日
摂
取
量
は
昭
和
４０
年
代
に
入

っ
て

５
０
０

町
を
超
え
ま
し
た
が
、
国
が

推
奨
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
は
成

人
男
女
で
１
個
６
０
０

η
で
す
か
ら
、

所
要
量
を
満
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
５
０
０

得
を
超
え
て
か
ら
５

５
０

鶴
前
後
で
頭
打
ち
に
な
り
、
１

日
６
０
０

町
に
な
る
兆
し
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
充
足
率

は
９０
％
で
、
約
％
の
人
は
カ
ル
シ
ウ

ム
不
足
と
見
倣
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
と

ビ
タ

ミ
ン
Ｄ

に
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
は
病
気
の
危

険
因
子
で
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で
調
節
さ
れ
て
お

り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
増
え

て
も
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
は
起
こ
し

ま
せ
ん
。

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ

欠
乏
症
が
あ
る
か
経
回
摂
取
す
る
カ

ル
シ
ウ
ム
が
足
り
な
い
か
で
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
量
が
不
足
す
る
と
、
こ

れ
を
補
う
た
め
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム

が
大
量
に
溶
出
し
て
高
カ
ル
シ
ウ
ム

血
症
に
な
り
ま
す
。
こ
の
高
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
に
伴

っ
て
起
こ
る

の
が
カ

ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
で
す
。

カ

ル

シ
ウ

ム

パ
ラ
ド

ッ
ク

ス

カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
と
は
、

が
増
え
る
、
と
言
う
逆
説
を
カ
ル
シ

ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
と
呼
ぶ
の
で
す

が
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
進
行
、
悪
化

さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
習
慣
病
の
危

険
因
子
に
な
り
ま
す
。
端
的
に
言

っ

て
、
桂
米
国
冶
氏
が
書
い
た
内
容
と

は
真
逆
な
話
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
足

り
な
い
と
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
を
起

こ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
誘
因
に

な
る
の
で
す
。

慢
性
的

に
不
足

し
て
い
る

カ
ル
シ
ウ
ム

桂
米
国
冶
氏
が
書
か
れ
た
カ
ル
シ
ウ

ム
の
摂
り
過
ぎ
を
諫
め
る
コ
フ
ム
記
事

は
、
Ｓ
氏
の
言
う
通
り
科
学
的
因
果
関

係
を
検
証
し
た
も
の
と
は
程
遠
い
も
の

で
す
。
現
に
わ
が
国
の
厚
生
労
働
省
が

平
成
１６
年
に
発
表
し
た
日
本
人
の
カ

ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
の
平
均
値
は
５
５

０

鶴
未
満
で
、
慢
性
的
に
不
足
し
て
お

り
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
面
で
も

意
識
し
て
摂
取
量
を
増
や
す
べ
き
栄
養

素
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

稿
を
終
え
る
に
当
た
り
、
神
戸
新

聞
は
内
容
の
信
憑
性
を
チ

ェ
ッ
ク
し

て
掲
載
し
た
の
か
、
Ｓ
氏
は
科
学
的

知
識
を
有
し
な
い
読
者
を
ミ
ス
リ
ー

ド
す
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
く
同
感
で
す
。
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い
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根
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は
分
か
り
ま
せ
ん

一
　

一局
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
と
関
係
す
る

一
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
を
起
こ
し
ま
す

が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
増
え

一
の
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン

一
が
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
を
放
置
す

て
患
者
が
増
え
た
と
の
表
現
か
ら
、
　
一
Ｄ
過
剰
症
に
な
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の

一
る
と
重
篤
な
副
作
用
を
伴
う
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
増
え
る
と

一
吸
収
量
が
増
え
て
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血

一
生
体
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
血
中
か
ら
組

吸
収
量
が
増
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
血

一
症
を
起
こ
し
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

一
織
内
、
細
胞
内
に
移
し
、
結
果
と
し

中
濃
度
が
上
昇
し
て
高
カ
ル
シ
ウ
ム

一
過
剰
症
は
医
師
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
製
剤

一
て
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
上
昇

血
症
を
起
こ
す
の
が
病
気
の
原
因
と

一
を
過
剰
に
投
与
し
な
い
限
り
あ
り
ま

一
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
カ
ル
シ
ウ
ム
が

考
え
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
確
か

一
せ
ん
の
で
、
実
際
に
見
る
こ
と
は
ま

一
不
足
す
る
と
細
胞
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
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は

じ
め

に

多
く
の
人
は
、
何
ら
か
の
形
で
、

腰
痛
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
実
際
、
腰
痛
は
、
平
成
二

十
二
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る

と
、
男
性
が
訴
え
る
最
も
多
い
症
状

で
あ
り
（女
性
で
は
二
番
目
に
多
い
）、

年
齢
と
と
も
に
、
確
実
に
増
え
る
症

状
で
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
人
が
、
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
進
化
の
過

程
に
お
い
て
、
人
間
が
二
本
足
で
立

つ
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て

お
り
、
宿
命
と
も
言
え
ま
す
。
つ
ま

り
、
四
本
足
の
生
活
で
は
、
背
骨
は

地
面
と
水
平
で
あ
り
、
背
骨
に
大
き

な
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
本
足
で
立
つ

よ
う
に
な
る
と
、
背
骨
は
地
面
と
垂

直
と
な
り
、
縦
方
向
に
大
き
な
ス
ト

レ
ス
が
加
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で

す
。な

か
で
も
、
腰
は
、
上
半
身
の
重

み
を
支
え
る
大
切
な
部
位
で
、
重
い

荷
物
を
持

っ
た
り
、
激
し
い
運
動
を

行
う
こ
と
が
、
腰
に
さ
ら
な
る
負
荷

を
か
け
、
そ
の
過
度
の
負
担
に
耐
え

切
れ
な
く
な
る
と
、
腰
痛
を
発
症
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
腰
痛
は
、
命

に
は
か
か
わ
る
症
状
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
生
活
の
質
を
落
と
し
、
快
適

な
生
活
の
妨
げ
に
な
る
場
合
も
あ
り
、

決
し
て
あ
な
ど
れ
な
い
症
状
の

一
つ

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

背
骨
の
構
造

背
骨
は
身
体

の
中
心
に
あ
り
、
椎

骨
と
い
う
骨
が
、
積
み
重
ね
ら
れ
て

形
成
さ
れ
、
上
か
ら
、
頚
椎
⌒７
個
）、

胸
椎
（１２
個
）、

腰
椎
（５
個
）、
仙
椎

（５
個
）、

尾
椎
（３
～
６
個
）に
分
け

ら
れ
ま
す
。
成
人
に
お
い
て
は
、
５

個
の
仙
椎
が
く

っ
つ
き
仙
骨
と
な
り
、

３
～
６
個
の
尾
椎
が
く

っ
つ
い
て
尾

骨
と
な
り
ま
す
。

ま
た
椎
骨
と
椎
骨
の
間
に
は
、
衝

撃
を
吸
収
す
る
た
め
の
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
役
割
を
果
た
す
椎
間
板
が
あ
り
、

上
下
の
椎
骨
ど
う
し
は
、
大
き
く
ず

れ
な
い
よ
う
に
、
外
側
を
強
力
な
靭

帯
で
補
強
さ
れ
て
い
ま
す
。

腰
痛
の
分
類

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
腰
痛
と
は
、

腰
の
付
近

の
痛
み
を
さ
し
ま
す
が
、

腰
痛
は
、
起
こ
し
て
い
る
部
位
や
発

症
か
ら
の
経
過
、
発
症
様
式
の
違
い

に
よ
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

発
症
か
ら
の
経
過
に
よ
る
分
類
で

は
、
急
性
と
慢
性
の
二
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
「
ぎ

っ
く

り
腰
」
の
よ
う
に
、
痛
め
た
瞬
間
が

分
か
る
よ
う
な
場
合
が
、
急
性
腰
痛

で
、
痛
み
の
発
症
が
明
確
で
な
く
、

な
ん
と
な
く
、
だ
ら
だ
ら
と
痛
い
よ

う
な
場
合
を
慢
性
腰
痛
と
言
い
ま
す
。

慢
性
腰
痛
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
、

日
常
生
活
や
運
動
を
行
え
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
引
き
金
と
な

り
、
急
性
に
増
悪
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
身
体
の
動
き
に
よ
る
発
症

様
式
の
違
い
か
ら
、
腰
痛
を
分
け
て

考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
椅
子
か

ら
立
ち
上
が
る
、
後
方
に
の
け
ぞ
る

な
ど
、
身
体
を
伸
ば
す
動
作
で
痛
み

を
生
じ
た
り
、
強
く
な
る
場
合
が
伸

展
型
腰
痛
で
、
身
体
を
曲
げ
る
動
作

を
行

っ
た
際
に
痛
み
を
生
じ
る
場
合

を
屈
曲
型
腰
痛
と
言
い
ま
す
。

腰
痛
と
光
線
療
法

光
線
療
法
は
、
患
部
で
あ
る
腰
に

直
接
照
射
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

急
性
、
慢
性
の
双
方
に
有
効
で
、
赤

外
線
に
よ
る
消
炎
鎮
痛
効
果
に
よ
り
、

痛
み
は
確
実
に
軽
減
し
ま
す
。
な
お
、

急
性
腰
痛
の
場
合
は
、
痛
み
が
ひ
く

ま
で
に
、
長
時
間
の
照
射
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
腰
痛
は
、
様
々
な
原
因
で

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
背
骨
を
形

成
し
て
い
る
椎
骨
自
体
が
も
ろ
く
な

る
こ
と
に
よ

っ
て
⌒骨
粗
し
ょ
う
症
）、

変
形
や
圧
迫
骨
折
を
引
き
起
こ
し
、

腰
痛
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
、
つ

ま
り
、
骨
密
度
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
経
口
摂
取

で
き
ま
す
が
、
自
然
の
形
で
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
増
や
す
に
は
、
皮
膚
に
日
光

（紫
外
線
）を
当
て
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
合
成
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
点
か
ら
も
、
サ
ナ
モ
ア
は
、

理
に
か
な

っ
た
治
療
法
で
あ
り
、
平

た
く
言
え
ば
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
に
照
射
し
て
い
る
う
ち
に
、
骨
も

丈
夫
に
し
て
し
ま
う
と
い

っ
た
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

腰
痛
で
お
悩
み
の
方
に
は
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
は
、
痛
み
に
対
応
す

る
の
み
で
な
く
、
骨
も
丈
夫
に
す
る

効
果
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
、

治
療
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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第
十
七
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
つ
に
、

本
年
度
も
第
十
七
期
サ
ナ
モ
ア
光
線

治
療
師
養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

し
ま
す
。
日
程
等
は
下
記
の
通
り
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
治
療
院
（〇
二
―
五
七
五
九
上
二
七

一
〇
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
四
月
二
十

一
日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

す
ず
め
光
線
治
療
院

川
田
　
滋
子
治
療
師

⌒十
六
期
）

電
話

¨
〇
二
八
上
ハ
五
三
上
ハ
〓

〓
ハ

住
所

¨
栃
木
県
宇
都
宮
市
茂
原

一
⊥
一Ｔ
十
七

6月 28日 (木)029日 (金)・ 30日 (土 )

(1)医学総論 0関係法規

(2)サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

(3)光線治療器のメンテナンス法

(4リレーフ式・マルチアーク療法の実践

(5)開院のための準備

(1)治療院を開業する際の指導

(2)サナモアの名称使用

(3)サナモア販売における代理店資格の取得

に)季刊紙「健康と光線」への治験例報告

申し込みの締め切り :6月 16日 (土)

交
通

¨
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
雀
宮
駅
よ
り

２
』
、
旧
国
道
４
号
線
、
バ
ス
停

・

茂
原
観
音
入
口
下
車
　
バ
ス
停
前

一
言

¨
平
成
二
十
二
年
の
夏
、
主
人

が
突
然
、
原
因
不
明
の
全
身
痛
を
訴

え
、
手
足
の
関
節
が
動
か
な
く
な

っ

た
た
め
、
整
形
外
科
を
受
診
す
る
も
、

消
炎
鎮
痛
剤
を
処
方
さ
れ
た
だ
け
で

痛
み
は
全
く
消
え
ず
。
次
に
回
さ
れ

た
内
科
で
も
、

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
処

方
の
み
で
、
途
方
に
く
れ
て
い
る
時
、

知
人
で
あ
る
加
藤
先
生
か
ら
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
の
こ
と
を
聞
き
、

二
人

で
、
こ
れ
に
か
け
て
み
よ
う
と
決
心
し
、

お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

治
療
を
始
め
て
か
ら
、
痛
み
は
少

し
ず
つ
軽
く
な
り
、
三
か
月
が
経
過

し
た
頃
に
は
、
ふ
つ
う
に
日
常
生
活

が
で
き
る
ま
で
に
改
善
し
、
今
で
は
、

趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
で
皆
さ
ん
の
手
伝
い
を
す
る

ま
で
に
回
復
し
ま
し
た
。
加
藤
先
生

に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
経
験
を
も
と
に
、
私
は
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
を
深
く
勉
強
し
よ
う

と
心
に
決
め
、
治
療
師
養
成
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。
講
義
を
通
じ
て
、

サ
ナ
モ
ア
の
も

つ
自
然
治
癒
力
の
す

ば
ら
し
さ
を
確
信
し
、
病
気
で
苦
し

ん
で
い
る
方
々
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
、
微
力
な
が
ら
、
光
線
治
療

院
の
開
院
を
決
め
た
次
第
で
す
。

舎 募 集 器

当協会 の処 貴 に賛周 され 、

サ ナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 け る方 、治療 院 の

開 業 を検 吉すな さ りた い方 は 、

お F・lい合 わ せ くだ さ い

サナモア光線治療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日黒 1-23-11
TttL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759… …3720
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□
□
回
□
□

慢
性
肝
炎
に
よ
る
自
覚
症
状
が

サ
ナ
モ
ア
で
改
善

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
１
一二
五
八

症
例
　
５７
歳
　
男
性
　
自
営
業

症
状
　
一二
年
前
、
突
然
、
全
身
倦
怠

感
と
食
欲
低
下
を
認
め
、
好
き
な
お

酒
に
も
手
を
出
せ
ず
、
む
く
み
も
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
医
を
受
診
し

た
と
こ
ろ
、
血
液
検
査
を
行
い
、
慢

性
肝
炎
と
診
断
。
こ
の
際
、
医
師
か

ら
、
こ
の
病
気
は
、
根
治
が
難
し
く
、

長
い
日
で
見
て
、
食
事
療
法
と
心
身

の
養
生
を
行
い
、
病
気
と
付
き
合

っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
と
の
説
明
を
受

け
た
が
、
妻
の
勧
め
で
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
で
の
治
療
を
希
望
さ
れ
て

来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン

で
、
騎
を
中
心
と
し
た
腹
部
全
体
を

２０
分
、
集
光
器
を
使
用
し
、
有
上
腹

部
を
３０
分
、
有
側
腹
部
を
２０
分
、
腰

部
を
３０
分
、
背
部
を
２０
分
照
射
。
次

に
、
カ
ー
ボ
ン
を
Ａ
Ｂ
の
組
み
合
わ

せ
に
変
え
、
足
裏
を
２０
分
、
ふ
く
ら

は
ぎ
を
２０
分
、
膝
を
１０
分
、
そ
れ
ぞ

れ
照
射
し
た
。
翌
日
か
ら
の
自
宅
で

の
治
療
は
、
同
様
の
方
法
に
て
、
朝

と
晩
の

一
日
二
回
、
根
気
よ
く
照
射

す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

治
療
を
開
始
し
て
二
週
間
が
過
ぎ

た
頃
か
ら
、
徐
々
に
、
全
身
倦
怠
お

よ
び
疲
労
感
は
、
軽
く
な
り
、
食
欲

も
で
て
、
睡
眠
も
十
分
に
と
れ
る
よ

う
に
感
じ
、
三
か
月
後
に
行

っ
た
定

期
受
診
で
は
、
血
液
検
査
値
の
改
善

を
認
め
、
肝
機
能
の
回
復
も
順
調
と

説
明
さ
れ
た
。
今
回
の
結
果
は
、
養

生
と
食
事
療
法
を
心
が
け
な
が
ら
、

毎
日
、
指
導
さ
れ
た
よ
う
に
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
を
続
け
た
成
果
で
あ
る

こ
と
を
心
に
刻
み
、
健
康
を
取
り
戻

せ
た
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
仕
事
に

励
ま
れ
て
い
る
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
腰
椎
圧
迫
骨
折
を
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
量
削
こ
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
二
〈
〓
畝
二一‐―
一二Ю
〓
軌

症
例
　
７８
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
数
か
月

前
、
自
宅

で
重
い
荷
物
を
持

っ
た

際
、
尻
も
ち
を
つ
き
、
腰
椎
の
圧
迫

骨
折
を
起
こ
し
、
入
院
加
療
を
受
け

て
い
た
が
、
退
院
後
は
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
で
治
療
し
た
い
と
相
談
を
受

け
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
、
患
部
で
あ
る
腰
部
を
、
気
持

ち

の
い
い
範
囲
で
、
で
き
る
だ
け
長

時
間
照
射
す
る
よ
う
指
示
し
た
が
、

数
日
後
、
痛
み
が
強
い
の
で
、
ど
う

し
た

ら
よ

い
か

と
相

談
さ

れ

た

た

め
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
ヘ
の
変
更
を
指

示
。
さ
ら
に
数
日
後
、
照
射
時
間
の

問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
の
で
、
と
に

か
く
、
今
は
、
照
射
時
間
を
制
限
せ

ず

、

何
時

間

で
も
よ

い
と
説

明
し

た
。
そ
の
後
、
痛
み
が
和
ら
い
だ
段

階
で
、
骨
の
強
化
を
は
か
る
た
め
に
、

Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
し
、
患
部
以

外
の
背
部
、
足
裏
な
ど
も
、
適
宜
照

射
す
る
よ
う
に
指
示
。
治
療
を
始
め

て
か
ら
八
か
月
後
の
報
告
で
は
、
腰

痛
は
す

っ
か
り
よ
く
な
り
、
遠
出
が

で
き
る
ま
で
に
改
善
し
た
と
の
こ
と

で
、
「
光
線

・
光
線

・
ま
た
光
線
」

と
、
と
て
も
元
気
な
声
で
話
さ
れ
て

い
た
。
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□
□
回
□
□

小
児
の
顔
面
神
経
麻
痺
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
治
療
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
９
歳
　
男
児

症
状
　
平
成
２３
年
４
月
１５
日
、
サ
ナ

モ
ア
愛
用
者
の
父
親
に
連
れ
ら
れ
て

来
院
さ
れ
た
時
に
は
、
顔
面
が
変
形

し
て
い
て
、
顔
色
も
不
良
で
、
か
な

り
つ
ら
そ
う
な
様
子
を
呈
し
て
い
た

が
、
こ
の
際
、
軽
度
の
鼻
炎
と
中
耳

炎
も
認
め
ら
れ
た
た
め
、
合
わ
せ
て

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
を
使
い
、
四
台
の
治
療
器
で
施
行
。

初
め
側
臥
位
に
て
、
顔
面
、
腰
部
、

膝
を
１５
分
照
射
、
次
に
、
後
頭
部
、

腹
部
、
足
裏
を
１５
分
照
射
し
た
。
さ

ら
に
体
位
を
仰
臥
位
と
し
て
、
左
耳

側
面
、
右
側
腹
部
、
左
膝
側
面
を
１５

分
、
有
耳
側
面
、
左
側
腹
部
、
有
膝

側
面
を
１５
分
照
射
し
た
。
当
院
で
は
、

三
日
間
治
療
を
続
け
た
が
、
経
過
が

良
好
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
れ
以
後
は
、

続

・
私

の
サ
ナ
モ
ア

光
線
体
験
記

～
さ
ま
ざ
ま
好
転
反
応
を

乗
り
越
え
て
～

盛
岡
市
　
大
木
　
ま
ゆ
み
様

平
成
２２
年
１２
月
７
日
、
サ
ナ
モ
ア

全
身
照
射
初
日
。
規
定
の
時
間
の
照

射
に
耐
え
ら
れ
ず
、
全
身
に
火
傷
し

た
か
の
よ
う
な
熱
さ
を
感
じ
る
。
夜
、

黒
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
色
の
異
臭
を
放

つ
尿
が
で
た
。
手
足
は
、
冷
た
い
ま

ま
で
し
た
。

自
宅
で
の
治
療
と
し
た
。

治
療
を
開
始
し
て
か
ら
、
早
期
に

病
状
は
改
善
し
、
６
月
１５
日
に
、
再

度
来
院
さ
れ
た
時
に
は
、
顔
面
神
経

麻
痺
は
、
ほ
ぼ
完
治
し
て
お
り
、
父

親
も

は

っ
と
さ

れ

た
様

子
で
あ

っ

た
。翌

朝
、
両
目
が
真

っ
赤
に
充
血
し

て
、
目
や
に
で
目
が
開
き
に
く
い
。

鼻
か
ら
は
、
黄
色
が
か

っ
た
異
臭
を

と
も
な

っ
た
鼻
汁
。
鼻
腔
内
に
で
き

も
の
が
で
き
、
膿
が
分
泌
。
真

っ
黒

い
便
も
で
た
が
、
こ
の
よ
う
な
症
状

は
、
そ
の
後
約

一
か
月
続
い
た
。

▼
平
成
２３
年
１
月
、
顔
面
に
は
、
た

く
さ
ん
の
盛
り
上
が

っ
た
湿
疹
が

で
き
、　
一
部
は
硬
結
。
と
く
に
頚

部
の
湿
疹
は
、
か
ゆ
み
が
強
く
、

夜
間
も
か
ゆ
み
が
続
く
。

▼
２
月
、
足
全
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ
つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

に
湿
疹
が
で
て
、
か
ゆ
み
が
強
い
。

か
か
と
や
つ
ま
先
に
痛
み
。
夜
間

は
、
足
の
し
び
れ
と
痛
み
が
続
く
。

▼
３
月
、
こ
の
頃
、
サ
ナ
モ
ア
照
射
中

は
、
体
の
い
た
る
と
こ
ろ
が
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
、
火
傷
の
よ
う
に
熱
く
感

じ
る
。

目
の
奥
の
痛
み
が
強
く
な

る
。
こ
れ
ま
で
、
夜
間
、
ト
イ
レ
に

三
回
は
起
き
て
い
た
が
、
｝」
の
頃
か

ら
、
夜
は

一
度
も
覚
醒
す
る
こ
と

な
く
、
熟
睡
で
き
る
よ
つ
に
な
る
。

▼
４
月
、
九
か
月
ぶ
り
に
仕
事
に
復

帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
耳
の

奥
の
痛
み
が
強
い
。
外
耳
周
囲
や

耳
介
付
近
に
湿
疹
が
認
め
ら
れ
、

膿
が
で
る
。

▼
５
月
、
全
身
の
照
射
時
間
が
１５
分

に
な
る
。
腕
を
中
心
に
湿
疹
が
増

え
、
手
掌
の
か
ゆ
み
が
強
く
な
る
。

（六
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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（
五
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

▼
６
月
、
背
部
、
臀
部
を
中
心
と
し

て
、
湿
疹
が
増
え
、
か
ゆ
み
が
強

く
な
る
。

▼
７
月
、
こ
の
頃
か
ら
、
常
に
感
じ

て
い
た
焦
燥
感
や
イ
ラ
イ
ラ
は
、

少
し
ず

つ
減

っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
く
。

▼
８
月
、
昨
年
の
夏
の
３０
度
を
越
す

猛
暑
に
も
負
け
ず
、
夏
バ
テ
も
せ

ず
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

▼
９
月
、
照
射
後
に
少
し
汗
を
か
く

よ
う
に
な
る
。
照
射
後
に
認
め
た

の
ぼ
せ
感
も
消
失
。
体
重
は
６２
ｋｇ

か
ら
５７
ヒ
ま
で
低
下
。
靴
の
サ
イ

ズ
も
‐
・
５

ｍ
小
さ
く
な
り
、
洋
服
の

サ
イ
ズ
は
・３
号
か
ら
９
号
に
な

る
。

▼
１０
月
、
全
身
照
射
中
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
に
感
じ
て
い
た
熱
さ
が
な
く

な
り
、
整
体
治
療
の
際
の
痛
み
も

消
失
。
全
身
に
見
ら
れ
た
湿
疹
が

ほ
と
ん
ど
消
え
て
、
か
ゆ
み
も
な

く
、
気
持
ち
的
に
と
て
も
穏
や
か

と
な
る
。

▼
１１
月
、
足
の
冷
え
が
な
く
な
り
、

痛
み
、
か
ゆ
み
、
し
び
れ
も
消
失
。

▼
・２
月
、
照
射
時
間
が
２０
分
と
な
る
。

照
射
中
は
、
心
地
よ
い
温
か
さ
で
、

汗
も
十
分
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
照
射
中
に
、
背
部
の
骨
が
、

自
然
に
ボ
キ

っ
と
動
い
て
す

っ
き

り
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
私
の
体
に
起
き
た
好

転
反
応
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
す
べ

て
本
当
の
こ
と
で
す
。
五
十
年
以
上

に
わ
た
り
続
け
て
き
た
薬
物
治
療
が
、

か
え

っ
て
私
自
身
の
体
を
壊
し
て
い

た
事
実
を
、
身
を
も

っ
て
体
験
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
解
放
さ

れ
る
術
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
と

整
体
治
療
に
あ

っ
た
の
で
す
。
自
分

の
体
に
は
、
自
然
治
癒
力
が
あ
り
、

そ
の
力
を
活
性
化
す
る
の
が
サ
ナ
モ

ア
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、

私
は
、
多
く
の
病
気
を
患
い
、
最
後

の
最
後
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
、

サ
ナ
モ
ア
と
の
出
会
い
か
ら
、
本
当

の
健
康
的
な
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
整
体
院
の
、
の
り
子
先

生
、
し
ん
先
生
に
は
、
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
今
の

私
は
、
う

っ
と
お
し
い
着
ぐ
る
み
を

脱
ぎ
、
と
て
も
す

っ
き
り
と
し
た
状

態
で
す
。
今
で
は
、
好
転
反
応
が
出

て
も
、
冷
静
に
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
、
不
安
も
恐
怖
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私

の
体
が
ど
ん
ど
ん
好
転
し
て
い
く

こ
と
で
、
周
り

の
家
族
は
、
本
当
に

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
私

の
人
生
、
自
分
の

体
に
起
き
た
経
験
を
多
く
の
人
に
知

っ

て
も
ら
い
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の

輪
が
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

「
…~¨~¨~¨サナモア体験記募集…一―̈ ―̈・

1

サ ナ モ ア光 線 協 会 で は、 皆 様 か らの体 験 記 を

募 集 して お ります 。 な お掲 載 させ て 頂 いた方 に

は、 薄謝 を贈呈致 します。

サ ナ モ ア体 験 記 の投 稿 に つ いて 、 メ ールで の

募 集 も開始 いた しま した。 下 言己の ア ドレス まで 、

お気軽 に ご投 稿 をお願 い申 しあ げます。

メールアドレス :sanamore@hr.catv.ne.jp l

劣靱
…

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

/    ヽ
サ 〒 ま ¬
ナ 情3・0163た 健
モ   事 康
ア 東 業 と
光 京 の 光
線 都 詳 線
協 目 細

L
会 黒 は の
TEL区 お 購
00 日 間 読
==黒 い 者
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